
（資料１） 
 

 

中期目標（案）の修正について 

 

先回のご指摘を受け、また、市内部でも検討した結果、以下の主な修正を行

い成案とし、議会上程に向けた手続きを進めています。 

 

① （前文）について、国際博物館会議京都大会（ICOM KYOTO 2019）のテーマの「担い手」に

なるのではない、との指摘を受け、テーマを念頭に置いた「活動」に改めました。 

② あわせて、一般になじみの薄い用語について、本文の後に続け、用語の解説を加えました。 

③ 「第２」以降に出てくる箇条書きに先行する【各館の基礎的活動の充実を目指す事項】や【中

長期的発展を見据えて取り組む事項】について、唐突に出てくるので「流れが悪い」とのご

指摘を受け、「第２」等の章の冒頭で、「本中期目標期間中に基礎的活動の充実を目指す事

項とともに中長期的発展を見据えた事項に取り組むことで」という説明文を挿入しました。 

④ あわせて、章の下の各節冒頭に入れていた「個々の専門性や実績・規模等に応じて」につ

いても、章の冒頭に移動し、各節での繰り返しの記載を解消しました。 

⑤ ２章以降の具体的記述に当たって、「博物館等」や「博物館等資料」については、法令や定

款での用例との統一を図りました。 

⑥ ２章１節（１）項の２番目で、「防災・防犯」の観点を追記し、収蔵環境下での「保存」に限らず、

「適切な保管」としました。 

⑦ ２章１節（１）項の８番目の項目で、「ICT」の観点を追加しました。 

⑧ ２章１節（１）項の１０番目として、４章（３）項の外部資金の獲得の削除に伴い、研究等に充て

る資金獲得を追加しました。 

⑨ ２章１節（２）項の５番目で、他施設との連携に、災害時の「支援」や資源の「保全」を入れまし

た。 

⑩ ２章１節（３）項の３番目、２章２節（１）項の４番目で、「館の枠を超えて」を追加しました。 

⑪ ２章２節（１）項の３番目に、文化・芸術団体等による発表機会の提供の項目を追加しました。 

⑫ ２章２節（３）項の１番目で、民間事業者の活用が、ミュージアムショップに限定される懸念を

回避しました。 

⑬ ２章４節（２）項の１番目で、用語を補足し、丁寧な表現に改めました。 

⑭ ４章（３）項で外部資金の獲得を削除し、研究資金等は２章１節（１）項の１０番目へ、寄附金

等は４章（１）の２番目に移動しました。 

⑮ ５章１節（１）項の２番目で、博物館関係者の行動規範を念頭に、学術研究に加え「博物館関

係者として」必要な規程や体制整備を盛り込みました。 


